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とは、Ｐａｌ＝友達・仲間と、ｊａ＝農協で「みんなＪＡの仲間」であることを表した造語です。
２3

　令和７年１月の優績店舗は倉石支店が、年金予約獲得
１位、ＪＡカードと個人インターネットバンキングが２位
となり総合75ポイント獲得により２位の三戸支店（69
ポイント）に６ポイント差をつけて月間ＭＶＰに輝きま

した。倉石支店は、昨年６月にも受
賞しており２回目のＭＶＰ受賞とな
ります。相内一晃支店長は「日頃
より当倉石支店をご利用の組合員と
地域の皆様には大変感謝申し上げます。これからも皆様にご満足いただける
ようサービス向上に努めてまいりますのでよろしくお願いします」と語って
いただきました。
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開
催
な
ど
を
行
い
ま
し

た
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
繁
殖
専
門
部
の
崩
弘
幸

さ
ん
が
務
め
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
や
令
和
７
年
度
事
業
計
画
、

役
員
改
選
な
ど
の
４
議
案
に
つ
い

て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
部
会

長
は
引
き
続
き
楢
山
年
男
さ
ん
と

な
り
ま
し
た
。

優
良
農
家
表
彰
（
敬
称
略
）

１
．
酪
農
部
門

　
最
優
秀
賞
　
木
　
村
　
勝
　
彦

　
優
秀
賞
　
奥
　
沢
　
一
　
英

　
優
良
賞
　
上
　
村
　
成
　
紀

２
．
肥
育
部
門

　
最
優
秀
賞
　
沼
　
沢
　
真
　
一

　
優
秀
賞
　
本
　
田
　
貴
　
紀

　
優
良
賞
　
中
　
平
　
泰
　
孝

３
．
繁
殖
部
門

　
最
優
秀
賞
　
古
　
里
　
弥
　
一

　
優
秀
賞
　
㈱
西
村
牧
場

　
優
良
賞
　
小
笠
原
　
君
　
男

　
畜
産
総
合
部
会
は
２
月
24
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
第
16
回
Ｊ
Ａ

八
戸
畜
産
総
合
部
会
通
常
総
会
を
開
催
し
、
部
会
員
、
関
係
機
関
、
Ｊ
Ａ

職
員
な
ど
75
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲ 工夫を凝らしたオリジナルのディスプレイ

ぱ
る
じ
ゃ 

も
く
じ

３
月
号

▲  あいさつをする畑山部会長

▲  令和７年度からの新役員

令
和
６
年
度
花
き
生
産
販
売
検
討
会
・

　
第
16
回
Ｊ
Ａ
八
戸
花
き
部
会
通
常
総
会

▲  あいさつをする楢山部会長

第
16
回
Ｊ
Ａ
八
戸
畜
産
総
合
部
会
通
常
総
会

土令和７年４月19日
ローン相談会農家組合員以外の方でも

是非ご相談ください！！
平日はお忙しいお客様と土曜日にご相談させていただきます。ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

〈下長支店〉
ＴＥＬ：0178－20－1391
住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

〈倉石支店〉
ＴＥＬ：0178－77－2051
住　所：五戸町大字倉石中市字上ミ平19－1

〈三戸支店〉
ＴＥＬ：0179－22－3311
住　所：三戸町大字川守田字大明地22－1

会場ご案内図 会場ご案内図 会場ご案内図

至
新
郷
村 ●

倉石
小学校

倉石
郵便局

●

●
小渡平
公園

㈱ぱるじゃサービス
倉石給油所
●

　　　●
　　ＪＡ八戸
　　旧倉石グリーンセンター

五
戸
川

倉石支店

会場

●㈲豊川酒店

至南部町

熊原川

六日町バス停
　　　　　●

クドウ時計店●

●おの理容所

至
田
子
町

●
楽々整体院

45

45

会場

三戸支店

開催日

午前９時～正午
時　間

『
Ｊ
Ａ
と
の
お
取
引
は

こ
れ
か
ら
』と
い
う

お
客
様
も
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
!!

■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
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野
菜
総
合
部
会
の
堰
合
繁
部
会
長

は
「
今
年
も
局
所
的
な
大
雨
や
乾
燥

に
悩
ま
さ
れ
、
皆
様
も
苦
労
し
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
安
定
生
産
、
適
正
価

格
で
の
販
売
の
た
め
、
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
水
越
善
一
組
合
長
は
「
皆

さ
ん
が
作
っ
て
い
る
野
菜
の
消
費
が

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
、
市
場
で
一
丸
と

な
っ
て
販
売
額
を
伸
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
検
討
会
で
は
、
は
じ
め
に
野
菜
ご

と
に
３
人
の
市
場
担
当
者
が
令
和
６

年
度
の
市
場
情
勢
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ａ
八
戸
販
売
担
当
よ
り
、
な

が
い
も
、
に
ん
に
く
、
ね
ぎ
、
ご
ぼ

う
、
振
興
野
菜
の
令
和
６
年
度
販
売

実
績
、
令
和
７
年
度
販
売
計
画
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
崩
弘
幸
副
部
会
長
の
掛
け

声
と
と
も
に
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行

い
、
出
席
者
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

目
標
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。

　
専
門
部
ご
と
の
生
産
販
売
対
策
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

生
産
対
策（
令
和
７
年
）

●
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
栽
培
技

術
の
向
上
を
図
る
。

●
緑
肥
及
び
他
品
目
で
の
輪
作
を
推

進
す
る
。

●
優
良
種
苗
事
業
を
核
と
し
た
計
画

的
な
種
子
更
新
を
図
る
。

●
植
え
付
け
時
期
や
適
性
施
肥
な
ど

の
基
本
技
術
の
徹
底
を
図
る
。

●
獣
害
対
策
技
術
の
普
及
と
補
助
の

実
施
。

販
売
対
策（
令
和
６
年
産
）

●
継
続
安
定
出
荷

・
取
引
市
場
を
実
績
と
将
来
性
、
輸

送
事
情
を
考
慮
し
選
定
。

・
面
積
や
出
荷
数
量
に
応
じ
た
市
場

数
の
見
直
し
。
一
市
場
へ
の
出
荷

ロ
ッ
ト
拡
大
で
安
定
し
た
売
り
場

を
確
保
。

・
消
費
地
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
八
戸
な
が

い
も
の
売
り
場
確
保
を
目
的
と
し

た
継
続
安
定
出
荷
を
行
う
。

●
出
荷
規
格

・
Ｃ
品
に
Ｄ
品
を
半
分
入
れ
る
選
果

を
継
続
。
Ｄ
品
を
Ｃ
品（
製
品
）と

し
て
市
場
流
通
す
る
。

・
選
果
選
別
の
省
力
化
に
よ
る
生
産

者
へ
メ
リ
ッ
ト
。

●
消
費
宣
伝
活
動
強
化

・
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

　生
産
対
策（
令
和
７
年
）

●
土
壌
分
析
に
基
づ
い
た
適
正
施
肥

と
土
づ
く
り
の
徹
底
を
図
る
。

●
優
良
種
苗
へ
の
種
子
更
新
を
図
る
。

●
主
要
病
害
虫
の
防
除
を
徹
底
す
る
。

●
イ
モ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
や
連
作

障
害
対
策
と
し
て
、
輪
作
体
系
を

検
討
す
る
。

●
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
優
良
種

子
生
産
技
術
や
栽
培
技
術
の
向
上

を
図
る
。

販
売
対
策（
令
和
６
年
産
）

●
計
画
安
定
出
荷

・
月
別
出
荷
量
の
平
準
化
の
た
め
調

整
保
管
や
皮
む
き
共
選
を
活
用
す

る
。

●
パ
ッ
ケ
ー
ジ
推
進

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
１
Ｐ
小
袋
）の
販
売

を
推
進
す
る
。

●
出
荷
規
格
簡
素
化

・
選
果
選
別
の
省
力
化
の
た
め
、
選

果
基
準
の
見
直
し
を
図
る
。

●
消
費
宣
伝

・
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

生
産
対
策

●
作
付
け
経
験
の
浅
い
生
産
者
育
成

に
よ
る
栽
培
面
積
の
維
持
・
拡
大
。

●
集
中
豪
雨
な
ど
気
象
変
動
に
応
じ

た
情
報
提
供
。

●
葉
鞘
部
の
裂
皮
・
黄
色
斑
紋
症
状
・

軟
腐
病
を
軽
減
で
き
る
栽
培
技
術

の
確
立
及
び
普
及
。

●
追
肥
作
業
の
労
力
軽
減
及
び
土
壌

乾
燥
時
で
も
安
定
し
た
肥
効
が
望

め
る
追
肥
省
略
型
一
発
肥
料
の
普

及
。

販
売
対
策

●
市
場
評
価
、
販
売
単
価
の
向
上
の

た
め
、
箱
傷
み
・
ね
ぎ
汁
に
よ
る

ク
レ
ー
ム
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

●
鮮
度
保
持
、
選
果
選
別
の
徹
底
及

び
検
品
体
制
の
強
化
。（
取
り
置
き

防
止
、
規
格
の
遵
守
、
黄
変
の
混

入
防
止
）

●
出
荷
規
格
の
適
正
化

●
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

生
産
対
策

●
緑
肥
や
他
作
物
な
ど
と
の
輪
作
を

推
進
。

●
土
壌
消
毒
剤
の
適
正
使
用
の
遵
守

及
び
難
透
過
性
被
覆
資
材
を
推
進
。

●
巡
回
指
導
に
よ
り
新
規
採
用
品
種
、

資
材
を
推
進
。

販
売
対
策

●
系
統
出
荷
の
推
進

●
共
選
施
設
の
有
効
利
用

●
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

生
産
対
策

●
土
壌
分
析
に
基
づ
い
た
適
正
施
肥

と
土
づ
く
り
の
徹
底
を
図
る
。

●
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
優
良
種

子
生
産
技
術
や
栽
培
技
術
の
向
上

を
図
る
。

販
売
対
策

●
系
統
出
荷
の
推
進

●
鮮
度
保
持
、
出
荷
規
格
の
遵
守
。

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
野
菜
生
産
販
売
検
討
会（
根
菜
・
振
興
野
菜
）

　
野
菜
総
合
部
会
は
１
月
30
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア
ー

バ
ン
ホ
ー
ル
で
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
野
菜
生
産
販
売
検
討

会（
根
菜
・
振
興
野
菜
）を
開
催
し
ま
し
た
。

▲ あいさつをする堰合繁部会長

な
が
い
も

▲ ガンバロー三唱を行う崩弘幸副部会長

▲ 説明を聴く参加者

に
ん
に
く

ね
　
ぎ

ご
　
ぼ
　
う

振
興
野
菜



特集

45

　
野
菜
総
合
部
会
の
堰
合
繁
部
会
長

は
「
今
年
も
局
所
的
な
大
雨
や
乾
燥

に
悩
ま
さ
れ
、
皆
様
も
苦
労
し
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
安
定
生
産
、
適
正
価

格
で
の
販
売
の
た
め
、
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
水
越
善
一
組
合
長
は
「
皆

さ
ん
が
作
っ
て
い
る
野
菜
の
消
費
が

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
、
市
場
で
一
丸
と

な
っ
て
販
売
額
を
伸
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
検
討
会
で
は
、
は
じ
め
に
野
菜
ご

と
に
３
人
の
市
場
担
当
者
が
令
和
６

年
度
の
市
場
情
勢
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ａ
八
戸
販
売
担
当
よ
り
、
な

が
い
も
、
に
ん
に
く
、
ね
ぎ
、
ご
ぼ

う
、
振
興
野
菜
の
令
和
６
年
度
販
売

実
績
、
令
和
７
年
度
販
売
計
画
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
崩
弘
幸
副
部
会
長
の
掛
け

声
と
と
も
に
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行

い
、
出
席
者
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

目
標
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。

　
専
門
部
ご
と
の
生
産
販
売
対
策
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

生
産
対
策（
令
和
７
年
）

●
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
栽
培
技

術
の
向
上
を
図
る
。

●
緑
肥
及
び
他
品
目
で
の
輪
作
を
推

進
す
る
。

●
優
良
種
苗
事
業
を
核
と
し
た
計
画

的
な
種
子
更
新
を
図
る
。

●
植
え
付
け
時
期
や
適
性
施
肥
な
ど

の
基
本
技
術
の
徹
底
を
図
る
。

●
獣
害
対
策
技
術
の
普
及
と
補
助
の

実
施
。

販
売
対
策（
令
和
６
年
産
）

●
継
続
安
定
出
荷

・
取
引
市
場
を
実
績
と
将
来
性
、
輸

送
事
情
を
考
慮
し
選
定
。

・
面
積
や
出
荷
数
量
に
応
じ
た
市
場

数
の
見
直
し
。
一
市
場
へ
の
出
荷

ロ
ッ
ト
拡
大
で
安
定
し
た
売
り
場

を
確
保
。

・
消
費
地
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
八
戸
な
が

い
も
の
売
り
場
確
保
を
目
的
と
し

た
継
続
安
定
出
荷
を
行
う
。

●
出
荷
規
格

・
Ｃ
品
に
Ｄ
品
を
半
分
入
れ
る
選
果

を
継
続
。
Ｄ
品
を
Ｃ
品（
製
品
）と

し
て
市
場
流
通
す
る
。

・
選
果
選
別
の
省
力
化
に
よ
る
生
産

者
へ
メ
リ
ッ
ト
。

●
消
費
宣
伝
活
動
強
化

・
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

　生
産
対
策（
令
和
７
年
）

●
土
壌
分
析
に
基
づ
い
た
適
正
施
肥

と
土
づ
く
り
の
徹
底
を
図
る
。

●
優
良
種
苗
へ
の
種
子
更
新
を
図
る
。

●
主
要
病
害
虫
の
防
除
を
徹
底
す
る
。

●
イ
モ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
や
連
作

障
害
対
策
と
し
て
、
輪
作
体
系
を

検
討
す
る
。

●
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
優
良
種

子
生
産
技
術
や
栽
培
技
術
の
向
上

を
図
る
。

販
売
対
策（
令
和
６
年
産
）

●
計
画
安
定
出
荷

・
月
別
出
荷
量
の
平
準
化
の
た
め
調

整
保
管
や
皮
む
き
共
選
を
活
用
す

る
。

●
パ
ッ
ケ
ー
ジ
推
進

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
１
Ｐ
小
袋
）の
販
売

を
推
進
す
る
。

●
出
荷
規
格
簡
素
化

・
選
果
選
別
の
省
力
化
の
た
め
、
選

果
基
準
の
見
直
し
を
図
る
。

●
消
費
宣
伝

・
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

生
産
対
策

●
作
付
け
経
験
の
浅
い
生
産
者
育
成

に
よ
る
栽
培
面
積
の
維
持
・
拡
大
。

●
集
中
豪
雨
な
ど
気
象
変
動
に
応
じ

た
情
報
提
供
。

●
葉
鞘
部
の
裂
皮
・
黄
色
斑
紋
症
状
・

軟
腐
病
を
軽
減
で
き
る
栽
培
技
術

の
確
立
及
び
普
及
。

●
追
肥
作
業
の
労
力
軽
減
及
び
土
壌

乾
燥
時
で
も
安
定
し
た
肥
効
が
望

め
る
追
肥
省
略
型
一
発
肥
料
の
普

及
。

販
売
対
策

●
市
場
評
価
、
販
売
単
価
の
向
上
の

た
め
、
箱
傷
み
・
ね
ぎ
汁
に
よ
る

ク
レ
ー
ム
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

●
鮮
度
保
持
、
選
果
選
別
の
徹
底
及

び
検
品
体
制
の
強
化
。（
取
り
置
き

防
止
、
規
格
の
遵
守
、
黄
変
の
混

入
防
止
）

●
出
荷
規
格
の
適
正
化

●
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

生
産
対
策

●
緑
肥
や
他
作
物
な
ど
と
の
輪
作
を

推
進
。

●
土
壌
消
毒
剤
の
適
正
使
用
の
遵
守

及
び
難
透
過
性
被
覆
資
材
を
推
進
。

●
巡
回
指
導
に
よ
り
新
規
採
用
品
種
、

資
材
を
推
進
。

販
売
対
策

●
系
統
出
荷
の
推
進

●
共
選
施
設
の
有
効
利
用

●
全
農
主
催
の
フ
ェ
ア
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
Ｊ
Ａ
八
戸
独
自
の
フ
ェ

ア
の
開
催
。

生
産
対
策

●
土
壌
分
析
に
基
づ
い
た
適
正
施
肥

と
土
づ
く
り
の
徹
底
を
図
る
。

●
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
優
良
種

子
生
産
技
術
や
栽
培
技
術
の
向
上

を
図
る
。

販
売
対
策

●
系
統
出
荷
の
推
進

●
鮮
度
保
持
、
出
荷
規
格
の
遵
守
。

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
野
菜
生
産
販
売
検
討
会（
根
菜
・
振
興
野
菜
）

　
野
菜
総
合
部
会
は
１
月
30
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア
ー

バ
ン
ホ
ー
ル
で
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
野
菜
生
産
販
売
検
討

会（
根
菜
・
振
興
野
菜
）を
開
催
し
ま
し
た
。

▲ あいさつをする堰合繁部会長

な
が
い
も

▲ ガンバロー三唱を行う崩弘幸副部会長

▲ 説明を聴く参加者

に
ん
に
く

ね
　
ぎ

ご
　
ぼ
　
う

振
興
野
菜
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　南部支店年金友の会は２月15日、グランド
サンピア八戸で年金友の会の集いを開き、会員や
役職員42人が参加しました。温かい温泉や会を
楽しみ、会員同士の交流を深めました。
　集いでは、深貝強美会長が「英気を養い、春に
向けて楽しく過ごしましょう」とあいさつ。美味
しい食事を堪能したほか、カラオケで歌声を披露
したり、曲に合わせて踊りを楽しみました。
　参加した会員は「今日は大勢の方々とふれあう
ことができて楽しかった。普段できない食事や
カラオケでとてもいい思い出になった」と満足し
た様子でした。

　振興果樹専門部は2月25日、なんごうプラザで
報告会を行い、生産者11人が参加。小川徳治
支部長は「今年も気温が高くなると予想されま
す。栽培管理を徹底して頑張っていきましょう」
とあいさつしました。
　ブルーベリーの冷凍出荷部門、市場用出荷
部門の令和６年度出荷数量上位３人を表彰した
ほか、八戸中央青果株式会社の田端拓郎課長代理
が市場情勢について報告しました。
　八戸営農センター（南部）の高橋充担当が令和
６年度の事業報告収支決算、令和７年度の事業
計画や収支予算や、令和７年度の新役員について
報告し、盛幸弘係長が令和５年産、６年産ブルー
ベリーの在庫状況を報告しました。

　プラム専門部まべち支部は２月14日、管内
生産者のほ場でプラムの剪定講習会を行い、
生産者30人が参加しました。
　プラム専門部の本沢博路専門部長は「剪定講習
会で学んだことを自分の園地で実践し、結実の
確保と農協への出荷をお願いしたい」とあいさつ
しました。
　講習会は、部会員の越後博志さんが講師を
務め「長い枝を剪定し、短い枝を生長させて花芽
が付きやすくすることが大切です」と、よりよい
プラム結実を促す剪定方法を説明しました。
　参加者は「自分のやり方とは異なる部分があっ
て勉強になった。今日学んだ方法を今年自分の
園地で実践していきたい」と話しました。

　三戸支店三戸地区年金友の会は２月14日、
グランドサンピア八戸で三戸地区年金友の会の
集いを開き、会員や役職員31人が参加し、露天も
ある大きな温泉と多彩な料理を堪能したました。
　集いでは川原泰山副会長が「今日はたくさん
食べて飲んで語らい、楽しんでください」とあい
さつを行いました。美味しい食事やお酒で会話
も弾み、ビンゴゲーム・カラオケなどで楽しみ
ながら会員同士の交流を深めました。
　参加した会員は「年に一度はこうしてみんなで
集まってお話をしたい。今日は本当に楽しかっ
た」と話しました。

▲  集いを楽しんだ参加者

　ピーマン専門部八戸支部は19日、八戸パーク
ホテルで講習会および反省会を行い、生産者36
人が参加しました。
　講習会では、県民局の吉田理見技師が講師を
務め、「令和６年は一部で暴風による被害があり、
その後は順調に生育したが、収穫遅れによる赤果、
病害虫の発生が見られた」と説明し、令和７年産
への対応として、初期生育の確保や定植後の
低温、病害虫への対策を説明しました。
　反省会では、八戸中央青果の佐藤正隆課長が
市場情勢を報告したほか、八戸営農センターの
三浦義博販売担当が販売報告を行いました。一本
の株から採れた上位収穫実績で、最も多い収穫量
は12.3㎏でした。

　八戸営農センター（南部）は管内３箇所で令和６年度野菜
関係座談会を開きました。このうち２月７日の岩ノ沢研修
館での座談会では、生産者や職員21人が参加しました。
　若林政秀営農経済担当常務は「地区座談会はＪＡの原点
です。地域の声を事業運営に取り入れ農家所得の向上に
繋げたい。また、地域には自治会、学校、消防等の組織が
あり仲間意識（協調性）も強く繋がりも深い。地域農業を
維持継続するためにも是非仲間を増やしＪＡと共に地域を
盛り上げていきましょう」とあいさつ。ＪＡ担当者が令和
６年の野菜販売実績や令和７年の主要品目販売計画や
生産・販売の対策などについて参加者に説明しました。
　また、参加した組合員からは「講習会ではもっと情報や
知識が欲しい」「出荷規格を変更したい」などの要望があり、
普段とは違う方を講師としてお招きしたい、規格の変更に
ついても少しずつだが進めている、と回答しました。

▲  説明を行う職員

　
工
藤
安
三
部
長
は「
昨
年
の
活

動
で
は
、
各
支
部
の
食
育
活

動
、
奉
仕
作
業
ほ
か
イ
ベ
ン
ト

で
の
出
店
な
ど
、
青
壮
年
部
の

活
動
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
視
察
研
修
で
得

た
知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
部
員
と

共
有
し
、
青
壮
年
部
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

部
員
の
方
々
に
は
活
動
へ
の
参

加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
田
子
支
部
の
番
屋
佳

修
さ
ん
が
務
め
、
令
和
６
年
度

収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
事
業

方
針
な
ど
４
つ
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

も
承
認
さ
れ
、
新
た
に
八
戸
支

部
の
在
家
寛
人
さ
ん
が
青
壮
年

部
部
長
と
な
り
ま
し
た
。

▲  報告を行う高橋担当

三
戸
支
店
三
戸
地
区
年
金
友
の
会
の
集
い

振
興
果
樹
専
門
部
報
告
会

プ
ラ
ム
剪
定
　
結
実
の
確
保
に
む
け
て

▲  剪定の方法を説明する講師

▲  集いで交流を楽しんだ参加者

南
部
支
店
年
金
友
の
会
の
集
い

ピ
ー
マ
ン
　
今
年
度
の
栽
培
振
り
返
る

令
和
６
年
度
野
菜
関
係
座
談
会

▲  説明を聴く参加者

　
Ｊ
Ａ
八
戸
青
壮
年
部
は
２
月
13
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で

令
和
６
年
度
第
14
回
Ｊ
Ａ
八
戸
青
壮
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し
、

部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
14
回
Ｊ
Ａ
八
戸
青
壮
年
部
通
常
総
会

▲  議事進行の様子

▲  次年度からの新役員
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　南部支店年金友の会は２月15日、グランド
サンピア八戸で年金友の会の集いを開き、会員や
役職員42人が参加しました。温かい温泉や会を
楽しみ、会員同士の交流を深めました。
　集いでは、深貝強美会長が「英気を養い、春に
向けて楽しく過ごしましょう」とあいさつ。美味
しい食事を堪能したほか、カラオケで歌声を披露
したり、曲に合わせて踊りを楽しみました。
　参加した会員は「今日は大勢の方々とふれあう
ことができて楽しかった。普段できない食事や
カラオケでとてもいい思い出になった」と満足し
た様子でした。

　振興果樹専門部は2月25日、なんごうプラザで
報告会を行い、生産者11人が参加。小川徳治
支部長は「今年も気温が高くなると予想されま
す。栽培管理を徹底して頑張っていきましょう」
とあいさつしました。
　ブルーベリーの冷凍出荷部門、市場用出荷
部門の令和６年度出荷数量上位３人を表彰した
ほか、八戸中央青果株式会社の田端拓郎課長代理
が市場情勢について報告しました。
　八戸営農センター（南部）の高橋充担当が令和
６年度の事業報告収支決算、令和７年度の事業
計画や収支予算や、令和７年度の新役員について
報告し、盛幸弘係長が令和５年産、６年産ブルー
ベリーの在庫状況を報告しました。

　プラム専門部まべち支部は２月14日、管内
生産者のほ場でプラムの剪定講習会を行い、
生産者30人が参加しました。
　プラム専門部の本沢博路専門部長は「剪定講習
会で学んだことを自分の園地で実践し、結実の
確保と農協への出荷をお願いしたい」とあいさつ
しました。
　講習会は、部会員の越後博志さんが講師を
務め「長い枝を剪定し、短い枝を生長させて花芽
が付きやすくすることが大切です」と、よりよい
プラム結実を促す剪定方法を説明しました。
　参加者は「自分のやり方とは異なる部分があっ
て勉強になった。今日学んだ方法を今年自分の
園地で実践していきたい」と話しました。

　三戸支店三戸地区年金友の会は２月14日、
グランドサンピア八戸で三戸地区年金友の会の
集いを開き、会員や役職員31人が参加し、露天も
ある大きな温泉と多彩な料理を堪能したました。
　集いでは川原泰山副会長が「今日はたくさん
食べて飲んで語らい、楽しんでください」とあい
さつを行いました。美味しい食事やお酒で会話
も弾み、ビンゴゲーム・カラオケなどで楽しみ
ながら会員同士の交流を深めました。
　参加した会員は「年に一度はこうしてみんなで
集まってお話をしたい。今日は本当に楽しかっ
た」と話しました。

▲  集いを楽しんだ参加者

　ピーマン専門部八戸支部は19日、八戸パーク
ホテルで講習会および反省会を行い、生産者36
人が参加しました。
　講習会では、県民局の吉田理見技師が講師を
務め、「令和６年は一部で暴風による被害があり、
その後は順調に生育したが、収穫遅れによる赤果、
病害虫の発生が見られた」と説明し、令和７年産
への対応として、初期生育の確保や定植後の
低温、病害虫への対策を説明しました。
　反省会では、八戸中央青果の佐藤正隆課長が
市場情勢を報告したほか、八戸営農センターの
三浦義博販売担当が販売報告を行いました。一本
の株から採れた上位収穫実績で、最も多い収穫量
は12.3㎏でした。

　八戸営農センター（南部）は管内３箇所で令和６年度野菜
関係座談会を開きました。このうち２月７日の岩ノ沢研修
館での座談会では、生産者や職員21人が参加しました。
　若林政秀営農経済担当常務は「地区座談会はＪＡの原点
です。地域の声を事業運営に取り入れ農家所得の向上に
繋げたい。また、地域には自治会、学校、消防等の組織が
あり仲間意識（協調性）も強く繋がりも深い。地域農業を
維持継続するためにも是非仲間を増やしＪＡと共に地域を
盛り上げていきましょう」とあいさつ。ＪＡ担当者が令和
６年の野菜販売実績や令和７年の主要品目販売計画や
生産・販売の対策などについて参加者に説明しました。
　また、参加した組合員からは「講習会ではもっと情報や
知識が欲しい」「出荷規格を変更したい」などの要望があり、
普段とは違う方を講師としてお招きしたい、規格の変更に
ついても少しずつだが進めている、と回答しました。
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工
藤
安
三
部
長
は「
昨
年
の
活

動
で
は
、
各
支
部
の
食
育
活

動
、
奉
仕
作
業
ほ
か
イ
ベ
ン
ト

で
の
出
店
な
ど
、
青
壮
年
部
の

活
動
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
視
察
研
修
で
得

た
知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
部
員
と

共
有
し
、
青
壮
年
部
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

部
員
の
方
々
に
は
活
動
へ
の
参

加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
田
子
支
部
の
番
屋
佳

修
さ
ん
が
務
め
、
令
和
６
年
度

収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
事
業

方
針
な
ど
４
つ
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

も
承
認
さ
れ
、
新
た
に
八
戸
支

部
の
在
家
寛
人
さ
ん
が
青
壮
年

部
部
長
と
な
り
ま
し
た
。

▲  報告を行う高橋担当

三
戸
支
店
三
戸
地
区
年
金
友
の
会
の
集
い

振
興
果
樹
専
門
部
報
告
会

プ
ラ
ム
剪
定
　
結
実
の
確
保
に
む
け
て

▲  剪定の方法を説明する講師

▲  集いで交流を楽しんだ参加者

南
部
支
店
年
金
友
の
会
の
集
い

ピ
ー
マ
ン
　
今
年
度
の
栽
培
振
り
返
る

令
和
６
年
度
野
菜
関
係
座
談
会

▲  説明を聴く参加者

　
Ｊ
Ａ
八
戸
青
壮
年
部
は
２
月
13
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で

令
和
６
年
度
第
14
回
Ｊ
Ａ
八
戸
青
壮
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し
、

部
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
14
回
Ｊ
Ａ
八
戸
青
壮
年
部
通
常
総
会

▲  議事進行の様子

▲  次年度からの新役員
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金融移動店舗車運行スケジュール（一部変更）

【午前】10時～11時30分 【午後】１時～２時30分

旧 是 川 支 店

旧 南 郷 支 店

旧 南 郷 支 店

旧 南 郷 支 店

旧 南 郷 支 店

八戸営農センター（南部）

旧市川取次店 旧 舘 取 次 店

旧 豊 崎 支 店 調整日（運休）

月曜日
曜日

時間

日頃より金融移動店舗車をご利用いただきありがとうございます。
令和７年度の金融移動店舗車運行スケジュールは以下のとおりとなります。
※２号車の木曜日午前の運行は、旧猿辺ATMから旧田子支店へ変更となります。
　変更日…令和７年４月１日（火） 

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

【１号車】変更なし

【午前】10時～11時30分 【午後】１時～２時30分

旧西越ＡＴＭ 旧 新 郷 支 店

旧 田 子 支 店

旧 田 子 支 店

旧 田 子 支 店

旧 田 子 支 店

旧 福 地 支 店

旧 田 子 支 店※旧田子支店

調整日（運休）

月曜日
曜日

時間

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

【２号車】一部変更

　
共
済
部
は
２
月
20
日
、
階
上
支
店

で
Ｌ
Ａ
全
体
研
修
会
を
行
い
、
Ｌ
Ａ

（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）19
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
前
半
で
は
共
済
推
進
課
の
工
藤
信

明
係
長
が
、
契
約
者
の
意
向
把
握
・

確
認
義
務
や
身
だ
し
な
み
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
、
推
進
活
動
に
お
け

る
留
意
点
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
合
同
会
社
サ
イ
ン
代

表
社
員
の
酒
田
静
一
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、「
公
的
介
護
保
険
制
度
と
介

護
環
境
の
現
状
」に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
、
介
護
保
険
制
度
の
基
本
的

考
え
や
財
源
、
地
域
密
着
型
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
は
参
加
者
全
員

で
、
組
合
員
・
利
用
者
が
介
護
状
態

に
な
っ
た
際
の
意
志
表
示
の
重
要
性

を
学
ぶ
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
Ｌ
Ａ
は「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
再
確
認
で

き
、
講
演
に
関
し
て
も
組
合
員
・
利

用
者
に
対
し
て
役
立
つ
情
報
の
提
供

に
結
び
つ
く
内
容
だ
っ
た
。
訪
問

活
動
で
の
組
合
員
と
の
や
り
取
り
に

お
い
て
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
積
極

的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

▲ 講演を聴くＬＡ（ライフアドバイザー）

　
Ｊ
Ａ
八
戸
は
２
月
21
日
、
八
戸
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八

戸
自
動
車
・
自
賠
責
共
済
代
理
店
実

績
検
討
会
及
び
情
報
交
換
会
を
開
催

し
、
共
済
代
理
店
、
全
共
連
青
森
県

本
部
・
Ｊ
Ａ
八
戸
役
職
員
26
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
水
越
善
一
組
合
長
は「
Ｊ
Ａ
及
び

共
済
代
理
店
様
共
に
、
地
域
に
深
く

根
ざ
し
、
地
域
社
会
の
発
展
や
活
性

化
に
貢
献
す
る
重
要
な
存
在
で
す
。

そ
う
い
っ
た
社
会
的
使
命
を
果
た
す

こ
と
が
我
々
の
使
命
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
会
で
は
、
日
々
の
業
務
で

直
面
す
る
様
々
な
事
例
等
を
共
有

し
、
今
後
の
課
題
や
目
標
に
つ
い
て

皆
様
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
積
極
的

に
交
わ
し
な
が
ら
、
共
に
考
え
、
共

に
成
長
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
実
績
検
討
会
で
は
、
全
共
連
青
森

県
本
部
事
業
推
進
部
推
進
支
援
課
の

森
本
正
宝
課
長
よ
り
令
和
６
年
度
の

情
勢
報
告
、
共
済
部
の
栗
生
大
平
担

当
よ
り
実
績
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
情
報
交
換
会
で
は
、
出
席
者
が
意

見
を
交
換
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。令和７年３月31日（月）13：00をもちまして

「市川ＡＴＭ・舘ＡＴＭ」を廃止させていただくことといたしました。
　廃止に伴い、ご利用のお客様には大変ご不便をおかけいたしますが、上長
支店、下長支店、または提携金融機関、コンビニエンスストアに設置のＡＴＭ
をご利用いただきますようお願い申し上げます。

JＡ八戸をご利用いただき誠にありがとうございます。

市川ＡＴＭ・舘ＡＴＭ廃止の
お知らせです。

ＪＡ八戸　金融課
ＴＥＬ．0178－70－7712

Ｌ
Ａ
全
体
研
修
会
開
催

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
自
動
車
・

自
賠
責
共
済
代
理
店
実
績
検
討
会

及
び
情
報
交
換
会
開
催

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
自
動
車
・

自
賠
責
共
済
代
理
店
実
績
検
討
会

及
び
情
報
交
換
会
開
催

▲ 報告に耳を傾ける参加者

▲ あいさつをする水越組合長
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、
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し
ま
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栗
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り
実
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報
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ま
し
た
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出
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こ
と
が
で
き
、
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重
な
機
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と
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た
。令和７年３月31日（月）13：00をもちまして

「市川ＡＴＭ・舘ＡＴＭ」を廃止させていただくことといたしました。
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市川ＡＴＭ・舘ＡＴＭ廃止の
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ＪＡ八戸　金融課
ＴＥＬ．0178－70－7712

Ｌ
Ａ
全
体
研
修
会
開
催

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
自
動
車
・

自
賠
責
共
済
代
理
店
実
績
検
討
会

及
び
情
報
交
換
会
開
催

令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
自
動
車
・

自
賠
責
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済
代
理
店
実
績
検
討
会

及
び
情
報
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換
会
開
催

▲ 報告に耳を傾ける参加者

▲ あいさつをする水越組合長



☆定植前の数日間はハウスを開閉し苗を外気温に慣らしてから定植しましょう。
☆ほ場の土壌水分に注意し耕起・定植を行いましょう。
・耕起は土壌が『コゴリ』にならない状態で行いましょう。⇒赤土は粘土質が強いため注意しましょう。
・定植は引っ張り君のタイヤや長靴に土がべっとり付く状態では土壌水分が有り過ぎます。
　その様な条件での定植は避けるようにしましょう。
　⇒どちらもスムーズな活着による生育促進を図ることを重点に置いています。
☆（３月定植）被覆資材を設置後、降雪があった場合は無理に除雪は行わず、自然に溶かし完全に消雪する

まで手直しは我慢しましょう。
　⇒無理な除雪はねぎに傷口が付きそこから腐敗する原因となります。
☆定植後、土壌が固く締まった場合は、生育不良の原因となるため手間でも被覆資材除去後、早めに土壌

を柔らかくし適度な土寄せを行い根圏確保に努め初期生育の確保に努めましょう。

３ ね　　ぎ　…… 定植及びその後の管理 ……

・消雪後にはほ場を見回り、傷んだ株の抜き取りや春腐れ病の防除を行いましょう。
・風による傷みや葉先枯れ等がある場合には、葉面散布剤を活用しましょう。
・欠株が多い場合や腐敗等があった場合は各営農センターまでご相談ください。

２ にんにく

・土壌診断を行い施肥量を決めましょう。
リン酸が過剰の場合、リン酸の施用は不要で、基肥は低ＰＫタイプや単肥を使用しましょう。石灰窒素
を基肥として用いる場合は、最低でも定植の２週間前には施用しましょう。

・定植の準備
土壌水分が根張りや初期の草勢に影響します。冬季間ハウスフィルムを徐覆しない場合は、土壌が乾燥
しているので、耕起前に散水し軽く握って崩れない程度で耕起しましょう。マルチは最低でも10日前
までに張り、深さ10㎝の地温が15℃以上を確保しましょう。

５ トマト・ミニトマト

ハウス促成栽培
・定植は地温を十分に確保して行いましょう。
・１日の平均気温18.3℃（積算温度約430℃）をどれだけ稼げるかが温度管理のポイントになりますので、

夕方のトンネルを閉める時間を早めに行い、全閉時に20～25℃まで１段温度を上げるよう温度管理を
行いましょう。

・できるだけ最低温度を確保しつつ、根張りを充実させるために湿度の保持を心がけ、積極的に株元かん
水を行い、定期的に極薄の液肥などを併用して生育促進を図りましょう。

６ きゅうり

・特に早い作型では、できるだけ育苗し健全な苗を定植しましょう。
・新規作付者を募集しており、２ａ程の面積からでも作付けできます。播種、定植は６月頃になりますの

で希望される方は各営農センターまでご相談ください。

８ さやいんげん

・令和７年産も価格に期待できるので、作付け面積の増反をお願いします。
・次年度用の種子確保も考慮し作付け計画を立てましょう。
・令和８年産に向け作付けを考えている方は種子の確保が必要のため、８月末までに一度各営農センター

までご相談ください。

９ 丸 い も

・発芽前（本年１回目）散布は、『ふくろみ病』の重点防除時期になります。花蕾が開き始めた頃から、降雨
により感染します。『ふくろみ病』が発生すると、収穫量の減少に繋がりますので、遅れないように有効
薬剤を丁寧に散布しましょう！（参考：大石早生の発芽日、令和６年…３月29日、令和５年…３月21日）

〇発 芽 前…石灰硫黄合剤（７倍）、トレノックスフロアブル（500倍）　300ℓ/10ａ
〇開 花 前…フェニックスフロアブル（200倍）　５～200ℓ/10ａ
〇開花直前…ＩＣボルドー412（30倍）　300ℓ/10ａ

５ プ ラ ム

・輪紋病対策として、伝染源になる枝幹部のいぼ病斑は、胞子の飛散が始まる５月下旬までに削り取っ
て、塗布剤を塗布しましょう。

○発　芽　前…ハーベストオイル（50倍）　250ℓ/10ａ
○発芽７日後…キノンドーフロアブル（1,000倍)、ダイアジノン水和剤（1,000倍）　300ℓ/10ａ
○開 花 直 前…スコア顆粒水和剤（2,000倍）　300ℓ/10a

２ ゼネラル・レクラーク

・毎年結実過多の樹では、催芽前に花束状短果枝の花芽数を３芽程度残して摘芽しましょう。ただし、
花芽の少ない樹や樹勢の強い樹には行わないよう気を付けましょう。

・ウメシロカイガラムシが多い園地では、発芽前にブラシかけを行ってから薬剤散布しましょう。
○発芽前…ハーベストオイル（50倍）　350ℓ/10a
○開花前…フェニックスフロアブル（樹幹部に手散布）500倍　200ℓ/10ａ

４ さくらんぼ

・せん孔細菌病対策として、春型枝病班の切除を徹底する。春型枝病班は４月から見え始め、開花以降も
発生が続くので、定期的に園地を見回り見つけ次第切除する。とくに発芽や展葉が遅れている枝、幼果
が枯れ込んでいる枝等に注意し、見逃さないようにしましょう。

〇発芽前…トレノックスフロアブル（500倍）又は石灰硫黄合剤（７倍）　300ℓ/10ａ
〇開花前…フェニックスフロアブル（樹幹部に手散布）500倍　200ℓ/10ａ

３ 桃

　盆用の定植の準備がはじまります。ハウスではしっかり散水し早めに施肥をして、地温の確保を心掛け
ましょう。施肥は土壌診断に基づき、菊類ならａ当たり窒素で1～２㎏程度施肥してください。ハウスで
の多量の施肥は根ヤケや軟弱徒長など障害がでやすくなるので注意してください。カンパニュラは気温が
上がりどんどん成長してくる時期です。かん水することで品質が良くなります。時期を見てかん水をお願
いいたします。近年アブラムシなどの発生が見られますので、よく観察し薬剤散布をお願いいたします。

花　　き

　春掘りが遅れると今後の作業全体に影響が出ます。発根・萌芽やスポンジ症等による品質低下を避ける
ためにも、４月末までの掘り取り終了を目指しましょう。種子や栽培に関する情報は講習会資料を確認し
ましょう。講習会に参加できなかった方は最寄りの営農センターでご確認ください。

１ ながいも

野　　菜

移植（鉢あげ）時の注意点について
・移植時期については本葉2.0～2.5枚（発芽25日後頃）に行いましょう。
・移植苗購入の場合、苗が届いたらすぐポット上げをしましょう。（老化苗にすると活着が悪くなる）
・日中は半日陰にして活着を促進しましょう。
・根鉢が巻きすぎる事を防ぐため、できるだけ10.5㎝以上のポットを使用しましょう。
移植後の注意点について
・移植後、20日間は気温を高めに管理しましょう。（目安25～30℃）地温は最低16℃を確保しましょう。
　※育苗期の温度が低いと３本分枝が多くなると言われております。
・かん水は、移植後３～４日したら乾き具合を見て１株ずつ丁寧に行い、また、地温の低下を防ぐため

天気の良い午前中に行いましょう。

４ ピーマン

果　　樹

　令和７年産りんご（ふじ）の花芽率は57.1％と平年に比べて低い。また、弱小芽率は18.1％と平年に比べ
て高かった。自園地の花芽状況に応じてこれからの作業を進めましょう。
ふじの花芽率及び弱小芽率

※花芽が多い → 花芽率70％以上、花芽が少ない → 花芽率50％以下
※弱小芽 → 横径３㎜以下の花芽。小玉や品質が悪くなることが懸念される。

１ り ん ご 　…… 令和７年産りんご（ふじ）の花芽の状況について ……

花芽率（％）
57.1
61.5

年　　産
令和７年
平　　年

弱小芽率（％）
18.1
17.2

春掘作業が遅れないように計画的に取り組みましょう。
土壌消毒剤を使用する場合は、適正に使用しましょう。

７ ご ぼ う
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☆定植前の数日間はハウスを開閉し苗を外気温に慣らしてから定植しましょう。
☆ほ場の土壌水分に注意し耕起・定植を行いましょう。
・耕起は土壌が『コゴリ』にならない状態で行いましょう。⇒赤土は粘土質が強いため注意しましょう。
・定植は引っ張り君のタイヤや長靴に土がべっとり付く状態では土壌水分が有り過ぎます。
　その様な条件での定植は避けるようにしましょう。
　⇒どちらもスムーズな活着による生育促進を図ることを重点に置いています。
☆（３月定植）被覆資材を設置後、降雪があった場合は無理に除雪は行わず、自然に溶かし完全に消雪する

まで手直しは我慢しましょう。
　⇒無理な除雪はねぎに傷口が付きそこから腐敗する原因となります。
☆定植後、土壌が固く締まった場合は、生育不良の原因となるため手間でも被覆資材除去後、早めに土壌

を柔らかくし適度な土寄せを行い根圏確保に努め初期生育の確保に努めましょう。

３ ね　　ぎ　…… 定植及びその後の管理 ……

・消雪後にはほ場を見回り、傷んだ株の抜き取りや春腐れ病の防除を行いましょう。
・風による傷みや葉先枯れ等がある場合には、葉面散布剤を活用しましょう。
・欠株が多い場合や腐敗等があった場合は各営農センターまでご相談ください。

２ にんにく

・土壌診断を行い施肥量を決めましょう。
リン酸が過剰の場合、リン酸の施用は不要で、基肥は低ＰＫタイプや単肥を使用しましょう。石灰窒素
を基肥として用いる場合は、最低でも定植の２週間前には施用しましょう。

・定植の準備
土壌水分が根張りや初期の草勢に影響します。冬季間ハウスフィルムを徐覆しない場合は、土壌が乾燥
しているので、耕起前に散水し軽く握って崩れない程度で耕起しましょう。マルチは最低でも10日前
までに張り、深さ10㎝の地温が15℃以上を確保しましょう。

５ トマト・ミニトマト

ハウス促成栽培
・定植は地温を十分に確保して行いましょう。
・１日の平均気温18.3℃（積算温度約430℃）をどれだけ稼げるかが温度管理のポイントになりますので、

夕方のトンネルを閉める時間を早めに行い、全閉時に20～25℃まで１段温度を上げるよう温度管理を
行いましょう。

・できるだけ最低温度を確保しつつ、根張りを充実させるために湿度の保持を心がけ、積極的に株元かん
水を行い、定期的に極薄の液肥などを併用して生育促進を図りましょう。

６ きゅうり

・特に早い作型では、できるだけ育苗し健全な苗を定植しましょう。
・新規作付者を募集しており、２ａ程の面積からでも作付けできます。播種、定植は６月頃になりますの

で希望される方は各営農センターまでご相談ください。

８ さやいんげん

・令和７年産も価格に期待できるので、作付け面積の増反をお願いします。
・次年度用の種子確保も考慮し作付け計画を立てましょう。
・令和８年産に向け作付けを考えている方は種子の確保が必要のため、８月末までに一度各営農センター

までご相談ください。

９ 丸 い も

・発芽前（本年１回目）散布は、『ふくろみ病』の重点防除時期になります。花蕾が開き始めた頃から、降雨
により感染します。『ふくろみ病』が発生すると、収穫量の減少に繋がりますので、遅れないように有効
薬剤を丁寧に散布しましょう！（参考：大石早生の発芽日、令和６年…３月29日、令和５年…３月21日）

〇発 芽 前…石灰硫黄合剤（７倍）、トレノックスフロアブル（500倍）　300ℓ/10ａ
〇開 花 前…フェニックスフロアブル（200倍）　５～200ℓ/10ａ
〇開花直前…ＩＣボルドー412（30倍）　300ℓ/10ａ

５ プ ラ ム

・輪紋病対策として、伝染源になる枝幹部のいぼ病斑は、胞子の飛散が始まる５月下旬までに削り取っ
て、塗布剤を塗布しましょう。

○発　芽　前…ハーベストオイル（50倍）　250ℓ/10ａ
○発芽７日後…キノンドーフロアブル（1,000倍)、ダイアジノン水和剤（1,000倍）　300ℓ/10ａ
○開 花 直 前…スコア顆粒水和剤（2,000倍）　300ℓ/10a

２ ゼネラル・レクラーク

・毎年結実過多の樹では、催芽前に花束状短果枝の花芽数を３芽程度残して摘芽しましょう。ただし、
花芽の少ない樹や樹勢の強い樹には行わないよう気を付けましょう。

・ウメシロカイガラムシが多い園地では、発芽前にブラシかけを行ってから薬剤散布しましょう。
○発芽前…ハーベストオイル（50倍）　350ℓ/10a
○開花前…フェニックスフロアブル（樹幹部に手散布）500倍　200ℓ/10ａ

４ さくらんぼ

・せん孔細菌病対策として、春型枝病班の切除を徹底する。春型枝病班は４月から見え始め、開花以降も
発生が続くので、定期的に園地を見回り見つけ次第切除する。とくに発芽や展葉が遅れている枝、幼果
が枯れ込んでいる枝等に注意し、見逃さないようにしましょう。

〇発芽前…トレノックスフロアブル（500倍）又は石灰硫黄合剤（７倍）　300ℓ/10ａ
〇開花前…フェニックスフロアブル（樹幹部に手散布）500倍　200ℓ/10ａ

３ 桃

　盆用の定植の準備がはじまります。ハウスではしっかり散水し早めに施肥をして、地温の確保を心掛け
ましょう。施肥は土壌診断に基づき、菊類ならａ当たり窒素で1～２㎏程度施肥してください。ハウスで
の多量の施肥は根ヤケや軟弱徒長など障害がでやすくなるので注意してください。カンパニュラは気温が
上がりどんどん成長してくる時期です。かん水することで品質が良くなります。時期を見てかん水をお願
いいたします。近年アブラムシなどの発生が見られますので、よく観察し薬剤散布をお願いいたします。

花　　き

　春掘りが遅れると今後の作業全体に影響が出ます。発根・萌芽やスポンジ症等による品質低下を避ける
ためにも、４月末までの掘り取り終了を目指しましょう。種子や栽培に関する情報は講習会資料を確認し
ましょう。講習会に参加できなかった方は最寄りの営農センターでご確認ください。

１ ながいも

野　　菜

移植（鉢あげ）時の注意点について
・移植時期については本葉2.0～2.5枚（発芽25日後頃）に行いましょう。
・移植苗購入の場合、苗が届いたらすぐポット上げをしましょう。（老化苗にすると活着が悪くなる）
・日中は半日陰にして活着を促進しましょう。
・根鉢が巻きすぎる事を防ぐため、できるだけ10.5㎝以上のポットを使用しましょう。
移植後の注意点について
・移植後、20日間は気温を高めに管理しましょう。（目安25～30℃）地温は最低16℃を確保しましょう。
　※育苗期の温度が低いと３本分枝が多くなると言われております。
・かん水は、移植後３～４日したら乾き具合を見て１株ずつ丁寧に行い、また、地温の低下を防ぐため

天気の良い午前中に行いましょう。

４ ピーマン

果　　樹

　令和７年産りんご（ふじ）の花芽率は57.1％と平年に比べて低い。また、弱小芽率は18.1％と平年に比べ
て高かった。自園地の花芽状況に応じてこれからの作業を進めましょう。
ふじの花芽率及び弱小芽率

※花芽が多い → 花芽率70％以上、花芽が少ない → 花芽率50％以下
※弱小芽 → 横径３㎜以下の花芽。小玉や品質が悪くなることが懸念される。

１ り ん ご 　…… 令和７年産りんご（ふじ）の花芽の状況について ……

花芽率（％）
57.1
61.5

年　　産
令和７年
平　　年

弱小芽率（％）
18.1
17.2

春掘作業が遅れないように計画的に取り組みましょう。
土壌消毒剤を使用する場合は、適正に使用しましょう。

７ ご ぼ う
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和７年２月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

295人

332億円
3,209億円
31.0億円
（令和５年度）

85.0億円
（令和５年度）

正 ９，６９０人
准  ４，７２８人
計 １４，４１８人

27人

958億円
35.2億円

定例理事会（２／27開催）

案　　件

議案第１号　アパート等事業資金の貸付承認
について

議案第２号　出資金の減口について

議案第３号　監事監査の結果に基づく回答に
ついて

議案第４号　令和４年産米共同計算の本精算
について

議案第５号　農産物販売仮渡金の支払いに
ついて

議案第６号　やすらぎホール建築工事について

議案第７号　情報系端末の更新について（事前
発注）

報告事項

第　１　号　組合員の加入及び脱退等について

第　２　号　監事監査報告書について

第　３　号　内部監査報告書について

第　４　号　令和７年度役員候補者地区選挙
事務取扱要領の設定について

第　５　号　女性理事枠候補者の公募について

第　６　号　女性理事枠候補者選考委員に
ついて

第　７　号　農業資金融資要項の一部変更に
ついて

第　８　号　貯金規定の一部変更について

第　９　号　カード規定等の一部変更について

第　10　号　クロスチェックの実施結果不備
事項にかかる原因・改善策に
ついて

第　11　号　人事異動について

第　12　号　委員会報告について

第　13　号　各部の事業実績並びに業務報告
について

第　14　号　常勤役員・参事の主要行事出席
と行事予定について

JAカレンダー

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

〈特集〉

「手放す」と
うまくいく

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」４月号のご紹介

　『家の光』の愛読者のみなさん、
ＪＡ女性組織、青年組織、役職員
のみなさんが共に笑顔になり、
健康になるためのダンスコンテス
ト。ダンスの練習や動画の撮影を
通じてつながりを深めながら、
ぜひご応募ください！

家の光100周年
ダンスコンテスト

・〈手芸〉リバーシブルで使える！ショートアームカバー
・おトクにガッチリ暮らしのマネー情報局
　第22回 食費の節約に！スーパーでむだ買いをしないコツ

４ April

女性部冬期講習会

　田子支部は２月
１日、田子町立中央
公民館で女性ゼミ
の一環としてカラ
フルおはぎ作りを
行い、部員９人が
参加しました。
　もち米を炊き、
適量ずつ取り団子
状に丸めます。着色
パウダーを使って
白あんに色を付けた後、異なる形の口金を付けた搾り袋を使い、
丸めたもち米を着色した白あんで飾り付けていきました。
　部員は「飾り付ける際、力加減に苦労したが、赤やピンク、緑
色などを使ってバラやアジサイといった花ができるのが楽しい。
花びらや葉を作る口金を上手に使い分けることができた」と振り
返りました。

女性ゼミ　カラフルおはぎ作り
女性部田子支部

▲おはぎに飾り付けをする部員

1213

1
火
●年度始め式（営農経済本部）
●入組式（営農経済本部）

2
水
3
木 ●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

4
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

5
土
6
日
7
月
8
火
9
水

10
木
●役員選任に係る地区選挙  立候補・推薦届出受付（10日～18日）開始
●ご葬儀事前相談窓口（五戸支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

11
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

12
土
13
日
14
月
15
火

16
水
17
木 ●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

18
金
●役員選任に係る地区選挙  立候補・推薦届出受付（10日～18日）締切
●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

19
土 ●ローン相談会（下長支店、倉石支店、三戸支店）

20
日
21
月
22
火
23
水

24
木
●ご葬儀事前相談窓口（中央グリーンセンター）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

25
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

●役員選任に係る地区選挙  投票日（候補者が定数を超えた地区のみ）26
土
27
日
28
月

30
水 ●定例理事会（営農経済本部）

木 月

味噌作り仕込み作業

29
火 ●昭和の日

活 動 リ ポ ー ト Report

　階上地区では毎年
１月から２月にかけ
て、味噌作りを行っ
ています。階上地
区の部員４人は１月
30日、味噌の仕込
み作業を行いまし
た。
　約２日間水に漬け
た大豆を１時間ほど
蒸したのち、塩と

米麹を混ぜて機械ですりつぶし、樽に仕込んでいきます。
　部員は「熱で塩が溶けて流れたり、麹菌が死んでしまわないよ
う、蒸した大豆は一度冷ますのが大切です。一緒に煮汁を混ぜる
ことで、味がより凝縮された味噌ができます」と話していました。
　仕込んだ味噌は１年ほど冷暗所で発酵、熟成させ、完成した
ものは道の駅や直売所で販売しています。

女性部  八戸広域支部階上地区

▲仕込み作業を行う部員
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について

議案第２号　出資金の減口について

議案第３号　監事監査の結果に基づく回答に
ついて

議案第４号　令和４年産米共同計算の本精算
について

議案第５号　農産物販売仮渡金の支払いに
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　もうすぐ春ですね。今年
は何を植えようかと気持ち
ワクワク、体はガタガタ。
年は取りたくないですね。

新郷村戸来（Ｕさん）

　散歩中、土手にふきのと
うを見つけ、春が近いと胸が
おどりました。今年もがん
ばるぞ。

八戸市上野（Ｓさん）

　大雪で大変な思いをされ
ている方々を見ると心が痛み
ます。八戸は恵まれている
と気づかされます。

八戸市田面木（Ｙさん）

　春からの農作業に向けて
毎日ランニングを頑張って
います。

南部町福田（Ｋさん）

お問い合わせ

お問い合わせ

ＪＡ八戸女性部 部員募集

総務部 総務課（女性部事務局）TEL.0178－70－7711 FAX.0178－70－7716

八戸営農センター（中央） TEL.0178－70－4051
八戸営農センター（南部） TEL.0178－83－2781
五戸営農センター（西部） TEL.0178－78－2003
五戸営農センター（東部） TEL.0178－68－2212

三戸営農センター（三戸） TEL.0179－23－3811
三戸営農センター（田子） TEL.0179－20－7711
営農部　指導課　 　　 TEL.0178－61－6334

農業経験のない方 大歓迎！コミュニティの輪を広げませんか？

管内在住の女性であればどなたでも
加入できますので、

仲間づくりや趣味探しに一緒に
活動してみませんか？

ＪＡ八戸青壮年部 部員募集
青壮年部の一員になって、自分が住んでいる

地域を盛り上げていきませんか？

編集後記
　急激に気温が上がり、春
がすぐそこまで来ています。
庭の風景から雪の白が無く
なる直前、その雪の塊を砕い
て地面にばらまくのが楽し
いのは、自分だけでしょう
か…○や

【退 職】
（令和７年２月27日付）
　▷外和　亮輔（販売課）

職員のうごき

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ホシガキ」

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

２月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操

　

４月15日の
消印まで有効

しめ切り
タテのカギ ヨコのカギ

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１85

※2024年10月１日からハガキの郵便
料金が85円に変更となりました。不足
の場合はお手数でも切手を貼って投函し
ていただきますようお願いいたします。

※ご応募いただいた皆様の個人情報は、「皆様
のお声」コーナーでのご紹介及び、クイズ
当選者への賞品発送にのみ、使用させて
いただきます。

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ウグイス」

　ハガキに「クロスワードの答え」と「ＪＡや本誌に対するご意見・
ご感想」をご記入の上、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で利用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。

２月号のクロスワードの答え

情報　
掲示板

令和７年４月１日から９月30日までの営業時間

中央グリーンセンター

是川グリーンセンター

新郷グリーンセンター

南部グリーンセンター

三戸グリーンセンター

田子グリーンセンター

グリーンセンター名
曜　日 平　日 土曜日 日曜日・祝日

8：00～17：00 8：00～12：00
8：00～12：00

8：00～12：00

休　日

休　日

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。

決算棚卸に伴うグリーンセンター・資材センター休業について
　令和７年３月31日（月）は、令和６年度決算棚卸に伴い、全グリーンセンター及び
資材センターを終日休業とし、また、４月１日（火）は現物監査対応のため午後から
の営業とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。

グリーンセンター営業時間変更のお知らせ

　生産資材の配達につきましては、下記のとおり対応いたします。最寄りのグリーンセンターへご相談ください。
平　日

正午までに依頼をいただいた場合 ……… 当日午後の配達となります。
午後４時までに依頼をいただいた場合 … 翌日の配達となります。（土曜日、日曜日、祝日除く）

（※金曜日の注文は翌営業日（平日）となります。）
土曜日   日曜日・祝日 
この日に依頼をいただいた場合 ………… 翌営業日（平日）の配達となります。
※在庫状況や天候状況によっては対応できない場合もありますので、余裕をもった配達依頼をお願いいたします。

生産資材の配達をご依頼される方へ

※ゴールデンウイーク、10月以降の営業時間は各グリーンセンター店頭に掲示いたします。
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8：00～17：00 8：00～12：00
8：00～12：00

8：00～12：00

休　日

休　日

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。

決算棚卸に伴うグリーンセンター・資材センター休業について
　令和７年３月31日（月）は、令和６年度決算棚卸に伴い、全グリーンセンター及び
資材センターを終日休業とし、また、４月１日（火）は現物監査対応のため午後から
の営業とさせていただきますのでよろしくお願いいたします。

グリーンセンター営業時間変更のお知らせ

　生産資材の配達につきましては、下記のとおり対応いたします。最寄りのグリーンセンターへご相談ください。
平　日

正午までに依頼をいただいた場合 ……… 当日午後の配達となります。
午後４時までに依頼をいただいた場合 … 翌日の配達となります。（土曜日、日曜日、祝日除く）

（※金曜日の注文は翌営業日（平日）となります。）
土曜日   日曜日・祝日 
この日に依頼をいただいた場合 ………… 翌営業日（平日）の配達となります。
※在庫状況や天候状況によっては対応できない場合もありますので、余裕をもった配達依頼をお願いいたします。

生産資材の配達をご依頼される方へ

※ゴールデンウイーク、10月以降の営業時間は各グリーンセンター店頭に掲示いたします。



役 員 改 選 が 行 わ れ ま す
　令和７年６月開催予定の第16回通常総代会で役員改選が行われます。
　当ＪＡでは役員選任制をとっており、総代会に役員の選任議案として総代の皆様に提案し、
承認をもとめます。
　役員候補者は地区ごとに正組合員の皆様から選出していただきますので、下記のとおり地区
選挙を実施致します。

【立候補・推薦の届出】
　①届 出 期 間：令和７年４月10日（木）～４月18日（金）
　②届 出 時 間：平日　午前９時～午後３時

ただし、上長支店、階上支店、五戸支店、南部支店においては、
昼休憩の時間を除く。

　③辞退届締切：令和７年４月21日（月）
　④届 出 場 所：当ＪＡ各支店
　⑤届 出 方 法：支店に備えの所定用紙に自署・押印のうえ、
　　　　　　　　届出願います。
　⑥投 票 日 時：令和７年４月26日（土）　午前９時～午後３時
　⑦投 票 場 所：当ＪＡの支店等
　※候補者が定数を超えない場合は、投票を行いません。

理事　20名　　監事　４名

　平素は、ＪＡ事業にご理解、ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。
　組合員の皆様へ、組合員資格・氏名・電話番号等の届出事項に変更・修正があった場合は、
ＪＡ支店窓口へお申し出くださいますようお願いいたします。

・耕作面積に異動があり、耕作が10アール未満となり、又は１年のうちに農業に従事する
日数が90日未満になった方。

組合員資格のご確認をお願いいたします

正組合員から准組合員へ

・現在の耕作面積が10アール以上になる方。
・１年のうち農業に従事する日数が90日以上になる方。

准組合員から正組合員へ

・組合員が死亡した場合。
相続による名義変更

地　区　選　挙

地区選挙の定数

令和７年通常総代会（６月）の日から令和10年通常総代会（６月）の日まで任　　　　　期

《地区別定数》

区　域

理　事
監　事

上
長

豊
崎

下
長

是
川

階
上

南
郷

川
内

五
戸

倉
石

新
郷

三
戸

斗
川

田
子

南
部

名
川

福
地

１ １ ２ １ １ １ ２ １ １ ２ １ １ １ １ ２ １
１ １ ２
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